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一瞬でも話を聞き逃したら追い
つくのが難しかったので、授業
の進行速度について考慮してほ
しい。

授業中に進行が早くてついてい
けないと感じた場合は、遠慮せ
ずに声をかけるよう授業前に積
極的にアナウンスするなどし
て、授業環境の改善を行った。

改善の議論において
参照された教学IRの
項目

教学IRをきっかけと
する教学改善の概要

成績評価分布，学生による授業評価アンケート等

 必修・選択の別・単位数

 配当年次・学期

選択・2単位

1年次・後期

改善前 改善後



改善の議論において
参照された教学IRの
項目

成績評価分布，学生による授業評価アンケート等

 必修・選択の別・単位数 選択 2単位

 配当年次・学期 2年次・後期

教学IRをきっかけと
する教学改善の概要

改善前 改善後

演習課題の説明の部分があっさ
りしているため，どのようなこ
とを求められているかわからな
いという意見が出ていた。

演習課題は基本的に授業の内容
の延⻑線上にあることをしてい
るので，あまり指定しすぎても
却って自由を奪ってしまうこと
を危惧していたが、「何が出来
ていたら課題が達成できたか」
と言った項目を付け加える改善
をおこなうようにした。

教学IRをきっかけとする教学改善の事例1

授業科目名
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